
改正社会福祉法における
計画に盛り込むべき事項について
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資料５



計画に盛り込むべき事項

地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その
他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項

地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項

地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関す
る事項

地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項

包括的な支援体制の整備に関する事項（実施する場合）
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市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲
げる事項を一体的に定める計画（市町村地域福祉計画）
を策定するよう努めるものとする。（法第１０７条第１項）



福祉に関し、共通して取り組むべき事項（案）
～個別支援を活かした地域づくりへ～
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地域住民
①

ひきこもり

②
近所の協力も必要です

地域包括支援センターとも連携しましょう

④ 身近に相談できる
場所がありませんね

周囲の理解もまだまだ
進んでいませんよね

△△な傾向があるので、
◇◇の仕組みが効果的
ではないでしょうか

⑦
⑧

周囲が早く気づけるように
講演会を実施しましょう

◇◇の仕組みを
つくりましょう

孤立させない地域
づくりが必要ですね

⑤

専門職としては□□
な対応ができますね

○○な人が多く、△△な
傾向がありますよね

日ごろから

声をかけあ
いましょう

⑩課題の軽減
解決・予防

③⑥⑨

市域レベル

校区・圏域レベル

自治会レベル



福祉に関し、共通して取り組むべき事項（案）
～個別支援を活かした地域づくりへ～
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校区・圏域レベル

市域レベル

自治会レベル

地域福祉計画推進協議会

循環・サイクル

個別支援検討会議地域住民

支え合い推進会議
（第２層協議体）

地域課題検討会議

エビデンス・予防

エビデンス・予防

多機関連携部会
支え合い推進部会
（第１層協議体）

地域づくり

連携

連携

地域づくり



福祉に関し、共通して取り組むべき事項（案）
～個別支援を活かした地域づくりへ～
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地域福祉計画推進協議会

循環・サイクル

個別支援検討会議地域住民

支え合い推進会議
（第２層協議体）

地域課題検討会議

エビデンス・予防

エビデンス・予防

多機関連携部会
支え合い推進部会
（第１層協議体）

地域づくり

連携

連携

地域づくり

①
個別課題
発生

②

④

⑦⑧

⑤

地域を巻き込みながら
個別課題への対応方法

について検討

個別課題への対応から
見えてきた地域資源や
サービス・連携の不足、

深刻化が予想される地域
課題について認識を共有
し、解決策を検討

地域課題等を分析し、
その解決に必要な
施策・事業を検討

全市的な啓発、認識
の共有化を実施

地域での啓発
認識の共有化
地域資源の
創出を実施

⑩
課題の軽減
解決・予防

ケースの積み重ねに
より地域課題を発見

＜＜地域住民中心＞＞ ＜＜専門職中心＞＞

③⑥⑨



福祉に関し、共通して取り組むべき事項（案）
～個別支援を活かした地域づくりへ～

6地域共生社会の実現に資する体制構築を推進するソーシャルワークのあり方に関する実証的調査研究
（日本社会福祉士会、2018年3月）より



包括的な支援体制の整備に関する事項

①「住民に身近な圏域」において、地域住民等が主体的
に地域生活課題を把握し、解決を試みることができる
環境の整備（第１号）

②「住民に身近な圏域」において、地域生活課題に関す
る相談を包括的に受け止める体制の整備（第２号）

③多機関の協働による市町村における包括的な相談支
援体制の構築（第３号）

以下の取り組み等を通じ、包括的な支援体制を整備して
いくことを市町村の努力義務としたもの
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●改正社会福祉法第１０６条の３第１項



包括的な支援体制の整備に関する事項（案）

●法第１０６条の３第１項第１号関係
・地域福祉に関する活動への地域住民の参加を促す活動を行う者に

対する支援

・地域住民等が相互に交流を図ることができる拠点の整備

・地域住民等に対する研修の実施

●法第１０６条の３第１項第２号関係

・相談を包括的に受け止める場の整備と周知

・地域の関係者等との連携による地域生活課題の早期把握

・相談を包括的に受け止める場のバックアップ体制の構築

●法第１０６条の３第１項第３号関係

・支援関係機関によるチーム支援

・支援に関する協議及び検討の場

・支援を必要とする者の早期把握

・地域住民等との連携
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包括的な支援体制の整備に関する事項（案）
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●「住民に身近な圏域」において、地域住民等が主体的に地域生活課題を
把握し、解決を試みることができる環境の整備（「我が事」の地域づくり）

⇒支え合い推進会議（第２層協議体）
市民・地域等への働きかけ、全市的な支え合い意識の底上げ等について、
支え合い推進部会（第１層協議体）で協議・共有

●「住民に身近な圏域」において、地域生活課題に関する相談を包括的に

受け止める体制の整備（「丸ごと」の地域づくり）

⇒民生委員･ボランティア等の活動充実
身近な相談窓口の確保と質の向上、担い手の育成

●多機関の協働による市町村における包括的な相談支援体制の構築

⇒多機関連携部会
複合的な課題や制度の狭間の課題に対応する多機関の連携の仕組
みづくり



福祉に関し、共通して取り組むべき事項と
包括的な支援体制整備に関する事項の関係
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校区・圏域レベル

市域レベル

自治会レベル

地域福祉計画推進協議会

循環・サイクル

個別支援検討会議地域住民

支え合い推進会議
（第２層協議体）

地域課題検討会議

エビデンス・予防

エビデンス・予防

多機関連携部会
支え合い推進部会
（第１層協議体）

地域づくり

連携

連携

地域づくり

３号対応

２号
対応

１号対応


